A Branding Theory in Tourism: From Customer-based to  Attendee-based Brand Equity by 大橋 昭一 & Ohashi Shoichi
観光事業関連ブランド理論の一類型 : コンベンシ
ョン参加者基盤ブランド・エクイティ論を中心に
著者 大橋 昭一
雑誌名 關西大學商學論集
巻 55
号 1-2
ページ 1-18
発行年 2010-06-25
その他のタイトル A Branding Theory in Tourism:From
Customer-based to  Attendee-based Brand Equity
URL http://hdl.handle.net/10112/4765
関西大学商学論集 第55巻第 1・2号合併号 (2010年 6月)
観光事業関連ブランド理論の一類型
一一コンペンション参加者基盤ブランド・エクイティ論を中心に一一
大橋昭一
1.まえがき
観光地振興の有力な手段としてブランドが注目されている。本稿は、観光に関連したプラン
ド理論の構築を目指して、近年、観光事業で大きなウェイトを占めつつあるコンペンション(集
会、会議等)の参加者を対象に、集会等のプランドの有効性を論究したリー(Lee.].)/パック (Back.
K.)の2008年の論考(参照文献h)および2010年の論考(参照文献 i)を中心にして、観光事業関連
プランド理論の動向を考察するものである。
プランドは、生産者が自己製品たることを示すために何らかの独自の記号や名前を製品に刻
印したことに始まるが、こうしたことはかなり古い陶器製品などにすでにみられる。しかし、
プランド一般について、企業などにおいて現代的な意味での管理的な所作が始まったのは、ア
メリカでも概ね第二次世界大戦以後といわれる (d.p.55)。
観光地などの地域プランドについてみると、意識的な取り組みが始まったのは1980年代で、
例えばニューヨークやグラスゴーなどの都市で先駆的な試みがなされている。しかし、今日一
般に論じられているような、比較的組織的な形で地域ブランドを形成しようとする取り組みが
始まったのは、概ね1990年代になってからで、その理論的活動が本格化したのは、やっと2005
年以降である (cf.i. p.xxv)。
例えば、地域ブランド形成の取り組みとしてツ}リズム論上有名なものに、オーストラリア
のゴールドコーストとサンシャインコーストとの対照的な例があるが、これがツーリズム論上
知られたのは2002年のことで(参照文献 1)、広く注目を集めたのは2005年のファイオール (Fyall.
A.)/ギャロッド (Garrod.B.)の著によってである(参照文献a、詳しくは参照文献m)。
また、観光客満足→観光客ロイヤルテイ(Ioyalty:忠誠心)から観光地ブランドを形成するモ
デルの先駆的な試みといっていいコネスニク (Konecnik.M.) /ガートナー (Gartner.W. C.)の論
考が発表されたのは2007年のことである(参照文献f、詳しくは参照文献m)。コネスニク/ガートナ
ーは、そのモデルを「観光地の顧客基盤ブランド・エクイテイ・モデルJ(customer-based brand 
equity for a destination)とよんでおり、ケラー (Keller.K. L.)の顧客基盤プランド・エクイテイ論

















